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研究要旨： 

障害福祉サービス事業所における支援業務の業務効率化と質的向上の検証に,22 施設に ICT ツー

ル（ライフログクリエイターと Observations2）の導入支援を行い,前後にヒアリング調査を行った。

その結果,ICTツールの有用性（利用者の全体像の客観的把握,職員のアセスメントの質的向上など）

は多くの事業所の試行で体験されたが,多くの事業所では本格的導入には至らなかった。その背景

として,ヒアリング調査の内容から利用者の ICT 環境,職員の事情,予算の問題の 3 つの問題に集約

された。今後は,ICT ツールの利便性や操作性の向上について求められると同時に,障害福祉サービ

ス事業所における課題（職員の抱える課題,予算の問題）について取り組む必要性がある。 
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A.研究目的 

筆者らは,2021年の障害福祉サービス事業

所の実態調査から ICT機器の設備状況および

ICTツールの活用状況について実態調査を行

った。その結果,ICT設備および ICTツールが

全国に普及しているとはいえず,ICT活用が進

んでいる事業所と ICT活用がほとんど行えて

いない事業所との格差がはっきりと見られ

た。また ICT活用を行っている障害福祉サー

ビス事業所の好事例によるヒアリング調査で

は,ICT活用することで確かに業務効率化につ

ながっており,今後全国の障害福祉サービス事

業所への普及が望まれるところである。一方

で,ICT活用の課題も見られた。それは行政の

提出書類が DX（デジタルトランスフォーメー

ション）化されていないこと,利用者の直接支

援における ICT活用の好事例が非常に少なか

ったことであった。 

筆者らの研究班において,障害福祉サービス

事業所における ICT導入支援において,今障害

福祉サービス事業所においてどんなニーズが

あって,ICTツールとして何を必要としている

かについて検討する必要があった。そこ

で,2021年度の障害福祉サービス事業所の実

態調査の ICT活用におけるニーズ把握を行っ

た。その結果,事務業務においては ICT活用に

よる業務効率化が進んでいる一方で,支援業務

においてはアセスメント業務を含めて未開拓

の領域（つまり ICT活用のニーズが高い）で

あることが明らかになった。 

 これらの課題を解決していくために,ライフ

ログクリエイター（曽我部ら,2019）による適

応行動やメンタルヘルスのアセスメントや

Observations（井上・中谷,2019）といった行

動記録に基づくアセスメントの支援業務をサ

ポートするアプリケーションが考えられた。

しかし,ICT導入においては解決すべき課題が

それぞれあり,その解決によって基礎データお

よび詳細なマニュアル作成によって ICT導入

がより容易に行えると判断され,ICT導入の準

備が整った段階になった。 

本研究では,全国の障害福祉サービス事業所

における ICT導入支援について希望を募り,導

入前に当事者団体へのヒアリングにより,個々

の施設概要と支援上における ICT のニーズを

把握し,導入する ICTツール（ライフログクリ

エイターか,Observations2,あるいはその両

方）を決定する。一連の ICT導入支援から支

援者の業務負担や支援サービス向上につなが

っていくかについて検証を行うことを研究目

的としたい。 

 

 

B.方法 

・調査対象：成人期の共同生活援助や自立生

活援助,就労定着支援等の福祉施設である。

2021年度の実態調査において,ICT導入の効果

検証研究に参加の意思を表明した事業所 160

か所の担当者に改めて参加募集を募ったとこ

ろ,27施設から研究参加の申込があった。 

・手続き：分担研究者で各担当者に連絡を行

い,事前ヒアリングを行った。そこでニーズ把

握を行い,ICT導入準備を経て,事業所に基本

的に ICT導入支援のために訪問した。新型コ

ロナウィルス感染が懸念される場合は Zoomに

よるオンライン会議システムを用いた。訪問

後,1か月以上間隔をおいて導入した ICTの活

用状況を確認し,支援業務において変わったこ

と,今後の ICT活用についての展望や課題につ

いて事後ヒアリング調査を行った。なお,ヒア

リング調査は,全て Zoomによるオンライン会

議システムを用いて実施した。 

ヒアリング調査のインタビューガイドおよ

び ICT導入支援の流れは以下である。 

・事前ヒアリング調査 

① 施設概要 

② アセスメントの課題やニーズについて 

「利用者のアセスメント（状態把握）におい

て課題（困難さ）になっていることを教え

てください」 
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「利用者さんのアセスメントでどのようなこ

とができるとよいかについてお聞かせくだ

さい」 

③ 職員同士のミーティングでの ICT活用 

「支援業務に関する職員の方々のミーティン

グにおいて，ICTツールの活用をしていま

すか？具体的に教えてください。活用して

のメリットについても教えてください」 

④ オンライン相談：職員との相談・家族相

談 

「他の職員との相談や，利用者のご家族との

相談において，ICTツールを活用していま

すか？具体的に教えてください。活用して

のメリットについても教えてください」 

⑤ アセスメントと状態把握や支援の方向性

の検討での ICT活用 

「利用者のアセスメント（状態把握）や支援

の方向性を検討するにあたって，ICTツー

ルを活用していますか？具体的に教えてく

ださい。活用してのメリットについても教

えてください。」 

「また，アセスメントにおいて，利用者ご本

人が回答する自己評価（セルフチェック）

を活用されたりしていますか（質問紙や

SPIS：エスピス）？（セルフチェック活用

ありの場合）具体的に教えてください。活

用してのメリットについても教えてくださ

い」 

⑥ ICTツール導入における課題・困難さ・障

壁とサポートの必要性 

「現在,支援業務（アセスメントや個別の支援

計画や日誌の作成）に関する ICTツールの

導入において，どういうことで引っかかっ

ていますか？（例えば予算の不足や，担当

者の確保，職員への使用方法の周知・練

習，個人情報やデータの扱い・管理に関す

る課題など）」 

「また，支援業務（アセスメントや個別の支

援計画や日誌の作成）に ICTツールを導入

するために，どんなサポートがあるとよい

でしょうか？」 

⑦ 利用者同士のコミュニケーションでの ICT

活用 

「利用者の方々同士のコミュニケーション

で，ICTツールを活用していますか？（ICT

活用がありの場合）具体的に教えてくださ

い。活用してのメリットについても教えて

ください」 

・ICT導入支援の流れ 

① 事前にアセスメント対象となる利用者ア

カウントの希望数を尋ね,発行 

② ライフログクリエイターおよび

Observations2のマニュアルを持参し,事

業所に訪問。 

③ ライフログクリエイターの事業所アカウ

ントにログインし,アセスメントの練習と

して利用者を 1名決めていただき,他者評

価による適応行動のアセスメントを実施

し,その結果をグラフ表示して今後の課題

を情報共有する。必要に応じてメンタル

ヘルスチェックを実施することもあっ

た。生活チェックは利用者本人のアカウ

ント登録があることで実施可能であるこ

とを説明する。 

④ Observations2については,利用者の生活

の中で困った行動について浮かべてもら

う。その行動をターゲット行動として,そ

の行動が 1日の中でいつ起きるかの記録

の仕方を例示する。グラフ化や数値化が

可能であることも説明する。 

⑤ 不明な点があればいつでも連絡してほし

い旨,伝える。 

・事後ヒアリング調査 

ICTツール（ライフログクリエイター・

Observations2） 

「ICTツール（ライフログクリエイター・

Observations2）は何名の利用者に対して使

われましたか？」 

「ICTツール（ライフログクリエイター・

Observations2）で対応した職員の数は？」 
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「ICTツール（ライフログクリエイター・

Observations2）の使用頻度について教えて

ください」 

「ICTツール（ライフログクリエイター・

Observations2）をどのように活用されまし

たか？」 

「ICTツール（ライフログクリエイター・

Observations2）をアセスメントや支援に使

ってみて,利用者支援における効果（メリッ

トや有効性），感じられたことや気づかれた

ことなどについて教えてください」 

「利用者支援において,どんなメリットが感じ

られましたか？」 

「利用者支援において,これまで支援と変わっ

た点について教えてください」 

「ICTツール（ライフログクリエイター・

Observations2）におけるアセスメントを使

ってみて,実際の業務効率・業務負担につい

て教えてください」 

「今回ご使用になった ICT ツールの課題点に

ついて教えてください」 

「さらに利用者支援において,さらに今後 ICT

をこのように活用出来たら,もっと支援効果

は向上するし,業務負担も減るだろうという

ご意見をいただければと思います」 

ヒアリング調査は概ね 45分であり,ICT導

入支援は 60分であった。 

参加施設：事前ヒアリング調査は 22施設であ

り,ICT導入支援は 22施設,事後ヒアリング調

査は 20施設が参加した。 

倫理面への配慮：実施に当たっては，ICT活

用に関するアンケート調査への回答から，今

後の調査協力が可能と答えた事業所にヒアリ

ング調査への協力を依頼した。Zoomによるオ

ンラインでのヒアリング調査実施時には，調

査対象者となる事業所職員に，はじめに本研

究の目的と意義を説明するとともに，事業所

名・担当者名を報告書に記載すること，調査

記録のために本調査について録画することを

説明し，同意を得た。また，得られた回答は

本研究の目的のみに活用すること，回答内容

が各機関の事業評価に用いられることはない

ことを伝えた。支援事例の聞き取りにおいて

は，施設利用者の個人情報に配慮し，個人名

を出さないなどの回答としてもらうことを確

認した。 

なお，本ヒアリング調査に対する謝礼とし

て 3000円分のクオカードを担当者に渡した。 

 

 

C.結果 

 事前ヒアリング調査と事後ヒアリング調査

で得られた情報を以下のように情報を集約し

て以下に示す。 

・ 施設概要と支援業務における ICT活用に

おける現状と課題 

・ ICTツール導入後の変化・効果と今後の課

題 

 

・共同生活援助での取り組み① 

共同生活援助： 一般社団法人 REAVA 

＜課題・ニーズ＞ 

 40代～50代の方が 5名で暮らしているグル

ープホームである。利用者は身体障害の方が

主であるが,知的障害や高次脳機能障害の方も

いる。 

 日々の記録について,手書きの非常勤職員も

多くいるため,その都度正規職員が PCに打ち

直しているのが現状である。記録がデータで

把握でき見解が統一されることが望ましいと

思っているがそこには至っていない。 

普段の業務の ICTの取り組み：会議は Zoomを

活用することで,集まらなくても気軽にできる

ようになった。結果的に連携の頻度が増え

た。家族との連絡は電話が主である。内部の

職員とはグループ LINEを使うことで気軽に情

報共有や相談ができている。外部との日程調

整は「調整さん」を使うことで手間が減っ

た。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 
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ICTツール導入後の変化：Observations2の導

入を試みたが,個人のスマホやタブレット端末

で Observations2を使ってもらうことが難し

いため,本格導入に至らなかった。

Observations2は新しく入居した自閉症の方,

１名に 2日間しか利用できなかったが,数か月

継続して記録をつけることで行動パターンが

つかみやすくなるだろう。一方で他の職員に

は使うハードルが高くまた抵抗感があったよ

うである。 

Observations2を活用してみての気づきや

今後の期待については,個別支援計画が作成し

やすくなると思われる。日々の第二の記録と

しても大いに役立ちそうだと感じた。 

 今後の課題として,個人のスマホやタブレッ

ト端末で使ってもらうことが難しいため,グル

ープホームに導入する際には購入費用の問題

があり,助成金があると導入しやすい。また,

そもそも ICT等に職員が疎く,使いこなせる自

信がないため,導入のためのサポート体制があ

ると助かる。 

 

・共同生活援助での取り組み② 

共同生活援助：社会福祉法人横浜共生会しん

よこはま地域活動ホーム 

＜課題・ニーズ＞ 

施設概要：主たる対象は知的障害だが,重複で

精神や発達障害の方もいる。現在の登録は 37

名で 24歳～78歳まで。 

 基本的に訪問で外に出るため支援記録が追

い付かず共有が遅れることがある。職員が 2

名でそれぞれが担当をもって動いているため

共有されていない部分もある。 

 訪問や連絡ができない状況の時でも,本人も

状態像を把握できるデータがいつでも確認で

きるとよいと感じている。 

普段の業務の ICTの取り組み：ICT活用はほ

ぼない状態である。職員が 2人のため,ほぼ対

面で情報共有している。記録は取りデータ化

も行っているが,本人が使うものとして,体調

管理アプリを利用しており,グラフ化などでき

るため 1～2週間の体調（体温,排便,睡眠な

ど）を把握できて有効だと感じている。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

 ライフログクリエイターの導入支援を行っ

たが,対象となる利用者の諸事情があり,同意

は得ていたものの使うことができなかった。

ただ,導入支援時にライフログクリエイターの

質問項目をリストアップできて,それを持って

質問できると使いやすいと思った。 

今後の課題として,紙媒体での記録業務は大

変だが,アプリは使用ハードルが高いと思われ

てしまうところである。他には個人情報の扱

いが難しそうであることや予算の問題や管理

方法（情報漏洩,セキュリティ管理の問題）が

整備されないと新しい ICT導入は難しそうだ

と思う。ただ ICTツールのお試し期間がある

と導入はしやすいと思われる。 

 

・共同生活援助での取り組み③ 

共同生活援助：社会福祉法人夢 21福祉会 

＜課題・ニーズ＞ 

施設概要：24歳～73歳（平均 47歳）の方が

暮らしているグループホームを運営しており,

事業所全体では 56名の方が利用している。利

用者は主に知的障害や自閉症の方である。 

 日々の記録について,手書きが多く課題と思

っている。カンファレンス等で正確なデータ

を見つけることに時間がかかってしまってい

る。また,自事業所のアセスメント票はあるが

使いづらいところも改善の余地があるが着手

できていない。 

普段の業務の ICTの取り組み：会議は Zoomを

活用することで,時間効率化が図れた。グルー

プホームの利用者の方との面談等でも活用し

ている。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

 ライフログクリエイターの導入支援を行っ

たが,実際の支援で利用することはできなかっ

た。ライフログクリエイターを自分で操作す
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る対象者がいなかった（ライフログクリエイ

ターを使える可能性があった利用者もスマホ

を解約してしまい使う機会を失った）。そもそ

もスマホを 

使うことでのトラブルや SNS について学ぶこ

とが必要と感じている。 

Observations2についてはデータを取るた

めに使用したいと思っていたが,人手不足や業

務過多で取り組むことができなかった。余裕

があればぜひ導入したいと考えている。 

今後の課題：予算の問題や,管理の問題があ

る。導入の際のサポートがあるとよい。ICT

は活用していないが,紙媒体で自己評価と他者

評価を照らし合わせて本人と振り返りをする

ことがあるが,その効果として課題となる行動

が減ったため,ICTの活用でできるとより効果

的だったり,効率化になると思われる。 

 

・共同生活援助での取り組み④ 

株式会社 ゆにばいしがき  

施設概要：沖縄県八重山圏域を中心に,就労継

続 A型/B型,就労移行支援,グループホームを

運営している株式会社である。グループホー

ムの現在の利用者数は 16名で,障害種別は知

的・精神・発達・身体・難病。年代は 24歳～

67歳である。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

現在,日々の支援業務の記録等は手書きとエク

セル表への記入が主である。相談支援事業で

は既存ソフトも活用しているが,操作に不慣れ

な職員も多く時間を要しているのと,情報の抜

け落ちが認められる。 

各事業所の職員間の連絡は日常的に LINEア

プリを活用しており,TIME TREEも併用してい

る。コロナを契機に Zoomと CiscoWebexを導

入し,日常的に活用している。複数の離島に計

10事業所があるので各事業所管理者が一堂に

会することは難しいので定期的にオンライン

でミーティングをしている。 

利用者や利用者家族とのオンライン相談は,

必要に応じて Zoomでオンライン相談を実施し

たことはある。しかし対面相談の方がよい場

合もあるので,状況を見極めながらオンライン

との併用実施が必要だと考えている。 

移動にかかるコスト削減という点については

ICT活用のメリットが非常に大きい。職員の

採用面接についても Zoomで実施できるように

なったので,県外を含め,エントリーしてくる

応募者の幅がひろがった。 

課題としては,高齢の職員などＰＣ操作が苦

手な方は,新規の取組に抵抗感や不安感を抱い

ている場合もあるため,それを和らげる働きか

けやサポートが必要になる。使ってみること

で業務の効率が良くなることを実感してもら

うなど,動機づけをする必要がある。また,機

器操作が得意な職員と苦手な職員をペアにし

て補い合う工夫も必要になると考えている。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

ライフログクリエイターの導入支援を行っ

た。数名の利用者への活用を試みたが,利用者

自身に使い方を理解してもらって実施できる

ようになってもらうところまでは持っていけ

なかった。現場の多忙さもあり,職員より本件

について「荷が重い」と言われたため,代表自

らが 1名の利用者に試行的に実施するにとど

まった。 

限定的な試用ではあったが,利用者の状況を

客観的に捉え,現状を把握した上で支援するこ

とにつながると思った。 

実際に事業所全体で活用できるようになれ

ば有用だろうということは非常に感じるが,や

はり職員に同意を得て使ってもらえるように

することや,日々の現場で継続して利用しその

後の支援業務に展開していくにはハードルが

高いように思う。 

使用している語彙や操作方法をもっと簡便

にできるとよいのではないかと感じた。説明

文の分量や項目数が多いとそれだけで「自分

には無理かも」と感じさせてしまうのではな

いか。また,継続利用につなげるためにも,使
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い手がモチベーションを維持できるような工

夫があるとよい。 

今後に向けて,ICTの積極的活用によって支

援者側の負担軽減や,利用者側のわかりやす

さ・確認のしやすさなど,双方にとってメリッ

トがもたらされるものと思う。特に離島や僻

地では,今後より積極的に ICTをうまく組み合

わせることで,タイミングを逸さずに必要な支

援を届けることが可能になるだろう。 

最大の課題は予算に関すること。導入費用

など使える助成金等があれば助かる。例えば

複数の事業所が同じアプリを使うことで導入

コスト削減につながるなど,具体的なメリット

が示されれば実現しやすいのではないか。ま

た,導入後のバックアップ体制も重要だと思

う。現在,別事業で使っているソフトが廉価で

使いやすいことに加えて,オンラインでのサポ

ート体制が整っているので非常に助かってい

る。事前説明がなくても,シンプルで感覚的に

操作しやすいことは,ユーザーを広げるには不

可欠だと感じる。障害福祉の分野こそわかり

やすいものが必要だと思う。あわせて,今後は

利用者も支援者も高齢の方がいることを想定

した仕立てが求められるであろう。 

 

・共同生活援助での取り組み⑤ 

社会福祉法人 コスモス会こすもす 

施設概要：長崎県南島原市を中心に，生活介

護やグループホーム，就労支援等の事業を展

開している法人であり，こすもすはグループ

ホーム事業に当たる。利用者の方は精神障害

と知的障害両方ある人が大半で，定員 30名の

ところ現在 26名（平均 50 歳）が在籍してい

る。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

 職員はサービス管理責任者 1名と支援専門

員 2名，10数名の世話人で構成されている。

職員は 70代が多く，職員の一部には携帯・ス

マートフォンを私生活で活用できている人も

いるが，そうでない人が大半である。ICTの

活用はしたいが，知識がある人が少ないから

できない。ICTを利用したことがないため，

活用の仕方がよくわからないから面倒なので

はないか，時間がかかるのではと思い，ICT

は導入せずこれまでのやり方で取り組んでい

る。 

 利用者の解決すべき点を見つけるためのア

セスメントとして，法人で作成した日常生活

（食事・栄養面，生活行動など）に関する 5

段階での評定を使用している。こすもすは、

法人設立当初の平成元年にできた施設で共通

のやり方があり，できるだけ利用者の方に指

示しなくてもよいようにするための工夫，利

用者の方のエンパワメントをする方針でやっ

てきた。 

 支援専門員 2名が世話人を指導しており，

世話人は利用者の方の日常生活の支援に携わ

っている。支援専門員は，全体を見ての動き

や施設間のサポートを自律的に行っている。

そうした体制による支援ができるような運営

や調整をサービス管理責任者が担っている。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

 先述の通り職員は 70代が多く，普段の業務

でもパソコンを使用していないため，ライフ

ログクリエイターを実際に使用することが難

しかった。どのように，またどの程度活用す

ればよいかも分からなかったため，実施でき

なかった。導入説明を受けたサービス管理責

任者が，支援専門員 2名への説明や資料共有

を行ったものの，ライフログクリエイターが

どのようなものか，どうやって使えばよいか

などがうまく伝わらず，使用するに至らなか

った。 

 ライフログクリエイターを知ったことで，

まずアセスメントが必要という認識を共有す

ることに活用することを目指し，支援専門員

への資料共有や説明を行った。職員のバーン

アウトが最も問題と考えており，どのように

対応したら利用者への適切な対応ができるか

を共有することを目指している。支援専門員
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は研修も重ねて理解されている方になっても

らっているが，世話人はまずアセスメントと

いうものが必要という認識を持ってもらう段

階で難しい状況にある。（ライフログクリエイ

ターを導入することで）職員の負担軽減や，

利用者のアセスメントや適切な支援・対応策

の検討に活用できればよいと考えている。 

 

・共同生活援助での取り組み⑥ 

(株)さくら 

施設概要：宮城県仙台市においてグループホ

ームと就労支援施設を運営している事業所で

ある。グループホームは計 4棟あり,調査開始

時は 7名が利用中で,ほぼすべて精神障害（統

合失調症,強迫性障害,高次脳機能障害）で知

的障害が 2名（うち 1名は精神疾患もあり）,

年齢は 30代から 60代であった。支援員は公

認心理師,介護福祉士,精神保健福祉士の 3

名。グループホーム利用者のうち 5名が就労

支援 B型「さくら工房」を利用していた。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

個別支援計画は共有のパソコンで作成して

おり,利用者に関する日々の記録は手書きで行

われていた。職員同士のミーティング,およ

び,利用者とその家族等との面談は対面でなさ

れ,オンライン面談はしていなかった。 

基本的に対面での観察でアセスメントし状

態把握していた。「見逃すことのないよう努力

しているが,目が届かない内に問題が起きるか

もしれないと不安に感じることもある」との

ことだった。 

利用者同士のコミュニケーションでも ICT

は活用されていなかった。一時期,女性の利用

者が多かった頃は,その利用者同士は LINEで

繋がっていたようだが,職員は入れてもらえな

かったという。 

ICTの導入により利用者の日常生活をグラ

フで経時的にみること,スタッフが利用者の行

動を共通の視点で観察・記録できること,など

ができる方法があるなら導入してみたいとの

ことだった。 

ICTツール導入における課題として,予算不

足,職員への使用方法の周知・練習,個人情報

の取り扱い・管理への懸念が聴かれた。これ

らの点においてサポートが受けられれば,ぜひ

導入してみたいとのことだった。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

ライフログクリエイター（LLC）は,グルー

プホーム利用者 5名に使用してもらった。LLC

を使用した支援において感じられたメリット

としては,利用者の体調不良に支援者が早めに

気づくことができたことが最も大きかった。

例えば,冬季に体調を崩しやすく,時には作業

中に倒れてしまう利用者がいたが,LLCによる

チェックにより,体調の悪化を事前に知ること

ができた。 

また,LLCを使用したことで支援者が利用者

を観察するときの「気付く力」が向上したと

感じられた。利用者が「悪く見られたくな

い」との気持ちからインタビューされたとき

に「大丈夫」と答えた場合でも,支援者が実情

に気づくことができるようになった。 

LLCによるアセスメントによって,必ずしも

業務の効率が上がったとは言えないが,注意す

べき視点が整理されたことで見落としがなく

なったのは間違いない。このことは,若手支援

者はもちろんのこと,ベテランの支援者にも当

てはまることだったと思われる。 

LLCには高齢の利用者を支援するうえで必

要なチェック項目が足らないように感じられ

たので,当事業所では独自の項目を追加して活

用していた。 

ICT活用における今後の期待：「福祉のカル

テ」の様な形で,それぞれの利用者の情報,た

とえば個別支援計画などを他施設と共有でき

るしくみがあるとよい。これまでどのような

支援がなされてきたかや,支援するうえで（特

に対人関係において）注意すべき点などの情

報も含めて共有できると,支援業務の効率と質

が上がると思う。利用者が事業所を移るたび
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に同じようなことを質問されて一から答えな

ければならないような負担も減ると思われ

る。 

 

・共同生活援助での取り組み⑦ 

NPO法人 ワンファミリー仙台 

施設概要： 宮城県仙台市において障害者支援

のみならず生活困窮者や被災者などを対象に

多彩な支援事業を行っている法人である。 

同法人が運営するグループホームは計 4ヶ

所あり,アパートを借り上げた形態。調査開始

時 17名が利用中で,精神障害がほとんどで,知

的障害が 1名,身体障害(難聴)が 1名利用中だ

った。支援員は精神保健福祉士が複数いるが,

専門性のない職員もいる。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

普段の業務においては基本的に対面での観

察で状態を把握していた。経験が浅い職員の

場合,気づけないことが多いので,トレーニン

グが必要とのこと。利用者に関する日々の記

録は記録用ソフトを導入しているが,スタンド

アローンのパソコン 1台での運用で,クラウド

サーバではないので誰がどこにいても見たい

ときに見られる状況にはなかった。 

職員同士のミーティングでは,それほど頻繁

ではないが Zoomや skypeを用いていた。チャ

ットの内容を Wordでプリントアウトして,ミ

ーティングに参加できなかった職員も後で見

られるようにしていた。距離の問題を克服で

きるので,もっと利用したいと思っているとの

ことだった。利用者・家族との相談は基本的

に電話でしていた。 

ICTの導入により,各利用者の強みと弱みが

スコア化されると客観的に評価できてよい。

また,その評価を本人に見せることができると

よい（利用者と支援者とで共有できることが

望まれる）。 

ICTツールを導入するにあたっての課題と

しては,現場の職員の反発がある。現在の方法

の何が悪いのか？という,変えることへの反発

である。また,個人情報が漏洩しないよう取り

扱えるかどうかにも懸念がある。さらに,利用

者所有のスマホなどを活用する場合,通信料金

が負担になる（通信容量を使い切ってしまっ

たり,料金が払えなかったために使用を止めら

れたりなど）。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

ライフログクリアエイター（LLC）をグルー

プホーム利用者のうち 1名について使用する

ことができた。メンタルチェックを 2週間に

1度,生活基礎チェックを月に 1～2度,それぞ

れ行うことで,継続的なアセスメントを行っ

た。 

この利用者は発達障害特性からか片付け・

整理整頓が苦手であった。LLC導入にあたり

本人も自覚し,改善のための取り組みを始めた

ところ,自己評価と支援者評価とのグラフから

できていることが目に見え,本人も納得してい

た。 

従来は個別支援計画を作成するにあたり就

労定着支援センターから得たアセスメント情

報をもとにしていたが,生活状況が見えてきて

いなかった。LLCの使用により生活上の適応

行動が把握でき,支援計画を適切に修正するこ

とができた。 

LLCを使用することで業務効率がとても良

くなった。これまでは事務所に来所してもら

ったときに金銭管理をして生活上の相談に乗

る程度だったが,その他の気を付けるべきポイ

ント（睡眠,危機管理など）について利用者自

身が気づけていなかった部分への気付きと受

け容れにつながったと感じられた。 

LLCについては,質問項目やグラフについて

は申し分ないと思われた。ネット環境がある

ことが前提のツールだが,オフラインで質問項

目の入力をしておけて,オンラインになったと

ころで届く（アップされる）ようになってい

るとよいのではないかと思われた。 

ICT活用における今後の期待：利用者のニー

ズ聴取に利用できるアプリがあるとよい。た
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とえば,相談支援の現場で,まさに今抱えてい

る悩み事や相談事があるという時に,簡単な質

問のいくつかに答えていくと「このような支

援が受けられる」などと答えてくれる,AI的

な一次相談アプリがあるとよいと思う。ICT

技術と人によるケアとが連動されるようにな

ることを期待している。 

 

・共同生活援助での取り組み⑧ 

社会福祉法人ひまわり福祉会 グループホー

ム凪の丘 

施設概要：GHは定員 18名で現在 17名利用。

ショートステイは定員 2名。ショートステイ

の２部屋と,G Hの空き部屋を名古屋市の緊急

対応として使っている。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

職員全員で共有することと,それをどのよ

うに更新していくかということが課題になっ

ている。今はアセスメントをエクセルのシート

に入力する形でやっているが,服薬内容が変わ

ったときに,それをどのように更新したらよい

かが悩むことがある。ショートステイでは,

様々な利用者さんが入れ替わり利用されるの

で,通常の継続的に利用されている方に関して

はそれほど問題ではないが,１ヶ月に 1 回とか

の利用の方の場合,前回とは状況が異なってい

るとなると更新するのが難しいことがある。最

初の段階での服薬情報と変わっている場合に

間違えてしまうと事故につながることもある

ので,アセスメントの更新をどのようにしてい

ったらよいかというのが課題である。緊急対応

もしているので,その日のうちに知らない方が

来ることもあり,現場の職員が口伝えでその方

の ADL はこうでというのを確認しながらやっ

ている状態なので,それをそのままデータに落

とし込めたらよいなと思っている。  

普段の業務の ICT の取り組みとしては,職

員間のミーティングでは,Zoom を使うことは

ある。動画を見る研修をしているので,そのレ

ポートを Google form で収集するようにして

いるので,スマホ一つあれば研修ができるよう

にしている。 

ご家族との連絡は,１部の方はブログやメ

ールでご連絡ができる方もいるが,ご家族は高

齢の方が多いのであまり活用できていない。何

か連絡事項があるときは,紙媒体のものを郵送

でお送りしている。 

職員間での支援の方向性の検討では,職員

が集まれることが少ないので,記録を見てもら

うことが多い。ペーパーレスのために,画面に

写して見てもらうことはあるが,あまり ICT の

活用はできていない。支援計画などはケアカル

テを使用してやっている。 

新たな ICT を導入することについては,記

録のためにタブレットを現場に持ち込むこと

があるが,物に執着する方もいて,使えないと

機嫌が悪くなってしまう方もいるので,利用者

さんに影響しない形で使えるものがあるとよ

いなと思う。ケアカルテが音声入力にも対応し

ているみたいだが,個人情報を他の利用者さん

に聞かれてしまう恐れがあるということで,利

便性と個人情報保護の兼ね合いが難しい。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

１名の問題行動を記録した。職員は,業務用

のスマホにダウンロードし,各日ごとに担当の

職員がそのスマホを使用して記録し,複数名で

記録した。忘れてしまうこともあったが,2 月

の中旬ごろから,１つの問題行動についてほぼ

毎日記録した。 

Ovservation2は結果がグラフで出るため,

視覚的にわかりやすく,記録した問題行動がど

の時間帯に多いのかがわかった。導入の際に,

職員に説明するのに手間取ったが,やることは

シンプルだったので,難しさはそんなになかっ

た。グラフで出るのはよいが,記録した数字が

CSVのような形で残るとよいと思った。忘れ

や抜けもあったので,そういったことに対する

何かがあるとよいと思った。 

また,利便性の高いものがあるとよいと思

う。タブレットやスマホのアプリでできるも



32 

 

のは PCと比べて比較的簡単だとは思うが,ア

カウントを設定したり起動したりするのが複

雑だと導入が難しいので,動作性の簡単なもの

があるとよいと思う。 

 

・自立生活援助での取り組み① 

自立生活援助：一般社団法人オリオン 相談

支援センターぽこ・あ・ぽこ 

＜課題・ニーズ＞ 

事業所概要：相談支援，居宅事業所の２つが

メイン。自立生活援助が 2022年 4月から始め

ている。利用者は 13名ほどであり,一人暮ら

しの精神障害者が多い。知的障害者や知的障

害の可能性のある人も数人いる。精神疾患は

統合失調症が多く,年齢層は 24～59歳で男女

比は 4:9である。 

事業所としてのニーズ：自立生活援助では,片

付け支援や金銭管理がほとんどになってしま

っていて，利用者の全体像を把握することに

難しさを感じている。関係機関も自立生活援

助や相談支援の活用の仕方が手探るのよう

で，何でも屋として捉えられてしまっている

ような感じになってしまうところが難しい。

自立生活援助は有期２年のサービスだが，こ

の期間で自立できそうな利用者の見極めを保

健師や相談機関でアセスメントが出来るよう

になればよいと思う。計画相談や相談支援で

利用者情報が報告されるが，自立生活援助を

利用するために相談支援に初めて入ったとい

う利用者もおり，アセスメントのニーズの比

重が大きくなってきている。困難の背景とし

て,経済的側面（報酬の単価）があると考えら

れる。報酬単価が上がったら，時間数・回数

を多くしてより具体的な支援（利用者の話を

聴くなど）が増えてくる。現状は,報酬の関係

で１回の訪問で１時間の支援（金銭管理や掃

除）という形に現状なってしまっている。  

＜ICTツールの活用＞ 

事業所の業務では,オンライン会議システム

として Zoomを活用している。外出先や自宅で

リモート会議を開催できることがメリットに

なっている。職員が Zoomを活用して会議内容

を聞きながら移動もできるため時間短縮にも

つながっている。特に子育て中の職員は子ど

もの体調不良時でもリモートで会議に参加可

能になった。 

 利用者支援では,基本的には対面で自宅の様

子を拝見するといったアセスメントも必要と

考えている。ICTツール（Zoom）活用のメリ

ットは,障害者手帳の更新で特に大きな変化が

ない利用者に対しての面談であったり，新型

コロナ感染拡大時は，ZOOMで利用者と話して

計画策定を行っていた。デメリットは,Zoom

は話しにくい内容や利用者もおられるという

ことと,自立生活援助に関しては家の生活状況

が把握できないという点も考えられる。 

 事業所の事務業務上における ICT活用では,

相談支援ではソフトを活用している。しかし,

自立生活援助では，非対応ツールを使ってい

て現在大変だと感じており，請求も一から作

成しないといけない。記録は全てワードで手

入力している。支援業務で感じていることは,

アセスメント時の入力簡便化（項目があって

内容入力するだけ等）があると大変ラクにな

るのではないだろうか。事務業務でも請求業

務とリンクできる実績表がシステム内で作成

できると効率的だと思う。また日々の業務記

録の入力・保存にもより活用できるとよいと

思う。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

ICTツール導入後の変化：ライフログクリ

エイターの活用を導入し,アセスメント対象と

なる利用者は 2名であったが,職員の多忙のた

め本格的な ICT導入にはまだ至っていない。

ライフログクリエイターが十分に活用できな

かった事情として,2名のうち 1名が利用者の

転居となってしまったこと,もう 1名の利用者

が関係機関等（医療機関）で精神状態の安定

のため,新しい取り組むこと行うことに対して

ドクターストップがかかってしまった。この
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ような事情もあり,活用対象となる利用者がい

なくなってしまった。 

 ライフログクリエイターの活用を検討する

あたって,導入が難しい場合を尋ねると,以下

の状態について返答いただいた。 

（1）スマートフォンが使えない状況,インタ

ーネット環境にない状況で生活する利用者。

具体的には携帯電話のみの方や年配の方は難

しかった（40代から難しいという印象があ

る）。（2）利用者が IDと PW を携帯直接入力の

ときはログインできなかったことがある。PC

からコピー＆ペーストで可能になった。（3）

利用者の心身の体調を崩すとライフログクリ

エイターの活用ができない。（4）ICT活用を

推進していく職員の方が,多忙になってくると

ICTを動かしていくことが難しいと感じた。 

今後の課題：利用者から意外と夜間や真夜中

の緊急連絡は多い。しかし,緊急電話の内容は

緊急ではないことも多い。利用者が夜中に気

になったときに,「困っています」,「お金が

ありません」,「相談したいです」といったよ

く使われる相談メッセージパターンが選択で

きる入力メッセージがあり,タップで事業所に

送信できるようなシステムがあるとよい。利

用者が支援員からの返答を待っているが,支援

員が多忙で返信や返事ができない場合があ

る。そのとき利用者は怒ってしまい,利用者の

怒りの対応に追われることもある。事業所の

支援員の現在状況が相手に伝わるシステムが

あるとよいだろう。それが結果的に支援員の

業務効率につながっていく。これらの夜間の

電話対応やメッセージをチャット GPTで回答

するようなものがあれば助かる（もちろん支

援者のメッセージと AIとして事業所としての

メッセージを区別して）。その他に,ICT環境

にない利用者,メールを使えない利用者も多

く,メールの操作（文字入力）を簡単にできる

ような ICTツールがあるとよい（例：タップ

式で「折り返し電話が欲しいです」と送信で

きるなど）。精神障害と知的障害を併存してい

る利用者の方は,文字の羅列があると混乱する

ことがある。文字が大きめで 3択・2択でタ

ップでき,内容をアシストするような絵を選択

肢としてタップする形が望ましいと思う。利

用者との予約面接のスケジュールの個別の表

をオンライン共有カレンダー（例：Googleカ

レンダー等）の相談者と共有用のものでリマ

ンダーがあるとよいと感じている。 

 

・自立生活援助での取り組み② 

自立の家 AJUサマリアハウス 

＜課題・ニーズ＞ 

施設概要：利用者の障害種別は,身体障害と

知的障害,精神障害の重複が比較的多い。自立

生活援助の設立のきっかけは,もともと福祉ホ

ームをしていた施設の利用者が地域を出て生

活する出た後のフォローをボランティアで行

っていた。福祉ホームを卒業した利用者をフ

ォローする形で自立生活援助を開始した。内

部の利用者が多く,外部の相談支援センターか

ら紹介を受けた利用者は 1名のみである。支

援内容は相談支援の延長にあり,日常生活の相

談が大半を示している。 

事務業務における課題：自立生活援助の難

しさとして,短期目標・長期目標を問われる。

何がどう変わったのか？その改善結果が見え

ないと,利用者の状態像として延長が必要なの

に,自治体から延長の許可が下りないこともあ

る。自立生活援助では事業は成り立たない。

実際に福祉ホームがかかわっているし,計画相

談があって,情報があるため相談支援センター

の計画を受け取っている（共有）。情報を統合

的に管理していないため,内部で活用しきれて

いないことも課題といえる。 

支援業務における課題：利用者の目標を,大

きな目標と小さな目標にわけて,スモールステ

ップの進捗状況がみえるとよいが,実際には変

化の少ないことが多い。また,身体障害と精神

障害の重複の利用者には感情の波がある。利

用者の支援において,難しい状況や場面がある
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が,支援についてトライしてみようと会議で共

有し,うまくいったこと,うまくいかなかった

ことを管理できるものがあると便利かなと思

う。 

＜ICT活用＞ 

オンライン会議システムの活用状況：Zoom

を活用している。時間が調整しやすく,必要な

時にできる。距離のある事業所との移動がな

くなる（例：東京の人と Zoomでやり取りがで

きる等）。家族の人との連絡では,コロナとの

家族懇談会ができないため,スタッフの判断で

LINE電話を使用したりする。利用者とはコロ

ナで接触できないときに Zoomなどで顔をみて

話している（もちろん電話の方が多いが,対面

の代わりとして行っている）。 

ICTを活用したコミュニケーションツール

は,法人として導入を検討している。グループ

ウェアの代わりにスラックを導入予定であ

る。それはゲストに呼んで話ができる。過去

の記録や話もわかる。ビデオチャットもでき

るし,音声のみも可能である。他にも家族の招

待も考えられる。そんな仕組みでできるとよ

い。しかし,なかなか抵抗感がある。内部に専

門にやってくれる人が必要になる。ITに明か

るい人を採用したい。 

ICTツールの課題：事業所内部への ICT導

入操作,ICT活用事例,本当はアセスメントの

スーパーバイズも必要であると考えている。

将来的にもデータをビックデータから AIを活

用したものとかそれに基づいてアドバイスす

るようなツールが望まれる。他には,トーキン

グエイド（言語障害）で入力が可能になる。

聴覚障害の人々は携帯電話を重宝している。

AIが言語障害のある利用者のメッセージを聞

き取れるようになるとかなり便利になると思

う。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

ライフログクリエイターは１名に対して実

施し,スタッフは 3人でアセスメントは 

回ぐらい実施した（日常生活のアセスメント

で基礎チェックを行った）。ライフログクリエ

イターの導入には至っていない。導入と浸透

にハードルがあった。アプリケーションの性

能としてよい印象があるが,すでにある事業所

の支援業務のルーチンに組み混んでいくこと

が難しかった。ICT導入において,組織内での

モチベーションや強制力を高める必要がある

ように思う。ICTのメリットとして,支援者が

感性・感覚的なもので行っていたことや理解

していたことを,客観的なツールで見えること

がわかるはずである。このツールはよいもの

であるとリーダーが認識したら部下に導入を

促すリーダーシップとフォロー,コミュニケー

ションがしっかりしているが重要になると思

う。つまり,リーダーシップをとれる人がどこ

までフォローできるかで ICT導入は大きく異

なるのではないだろうか？ 

 課題：今後,ICT導入に向けてのアプリや機

器の課題は,機械がもっと簡単になることであ

る。記録関連のものはデータベース化できる

とよい。そして,ビックデータ解析のようにデ

ータを蓄積して支援や状況を分析することが

重要である。統計が感覚・感性だけでは見え

ないものを教えてくれる可能性があり,それが

適切な支援の方向性を示唆している。例えば,

言語のコミュニケーションが難しい利用者に

Badでないベターなアセスメントをしてくれ,

理解や支援の候補になる選択肢を提供してく

れるのではないだろうか？人間の経験則は偏

りやバイアスがあるためズレが生じる可能性

がある。コンピューターはデータからしか考

えない客観性がそれを補う形になり,軌道修正

につながっていく。今後も専門家の活用・連

携という方法は福祉現場にとっても専門家に

とってもお互いに有用性が高いため,協働が重

要になってくるであろう。 

 

・自立生活援助での取り組み③ 

自立生活援助：社会福祉法人同愛会くさぶえ 

＜課題・ニーズ＞ 
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施設概要：主たる対象は知的障害だが,精神障

害や発達障害の方もいる。現在の登録は 24名

で 19歳～72歳まで。 

 自立生活援助や自立生活アシスタントの役

割や機能を対象者に理解してもらうことが難

しく,そもそも本人情報を把握することが難し

い場合もある。障害福祉サービスを始めて利

用する人も多くいる。この事業に関わる支援

者が 3人のため情報共有での困難さはない。

自事業所が知らない情報を他支援機関と共有

できるしくみがあると助かる。 

普段の業務の ICTの取り組みでは,グループ

LINEは訪問先からでも情報を共有できるため

活用している。ICTの活用はほとんどなく,対

面やメール,電話が主である。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

 ライフログクリエイターの導入支援を行っ

た。ライフログクリエイターを 1名の方に月

2回利用してみた。訪問時に本人と一緒に自

己チェックの状況をみて傾向を確認した。本

人に回答してもらうことで,支援者が想像して

いたのとは違う本人の捉え方を知ることがで

きた。 

今後の課題としては,本人が入力するにあた

って,慣れるまで時間がかかり都度支援者の声

掛けやサポートが必要であったため,現段階で

は効率アップとは言えなかった。質問文や画

面をわかりやすくして,本人のみで入力できる

ようになれば,あらかじめ入力しておいてもら

ったものを対面で一緒に確認できるのではな

いかと思う。 

 本人に使用してもらう際,「アプリ」との説

明だったので,一度ログインした後はアプリの

アイコンが表示されて使用するものだと本人

も思っていたが,その都度サイトにログインす

る形だったので「アプリじゃないのですか

ね」と戸惑いを与えてしまった。本人が「で

きている」「できていない」と判断して入力す

るのではなく,生活記録のように事実をそのま

ま入力するツールがあると,実際の生活状況を

客観的に振り返ることができてよいのではな

いかと思った。 

新しい ICTツールを導入する上での課題：

訪問型の支援のため,外で通信できることが条

件となるため,端末を法人が用意してくれる

か,管理や予算の問題がある。導入,継続的な

運用のための補助金等があるとよい。 

 

・自立生活援助の取り組み④ 

自立生活援助：社会福祉法人じりつ 埼葛北

障がい者生活支援センターふれんだむ  

＜課題・ニーズ＞ 

施設概要：自立生活援助の職員は,20代と 40

代の 6名が相談支援と兼務で勤務している。

現在この自立生活援助を利用している人は 2

名で,一人は障害者雇用での勤務をしており,

グループホームでの生活から一人暮らしに移

行している。スマートフォンやインターネッ

トを日頃から活用している。もう一人は精神

障害がある高齢の方で,介護保険のサービスを

併用している。携帯電話は持っているが,職員

はこの方と連絡を取ることが難しいようであ

る。 

・普段の業務の ICTの取り組みは,職員はそれ

ぞれ外に出ているので,対面での会議の時間調

整が難しいため,ZOOMを使って行っている。

相談支援で訪問先への移動の間でも時間を作

ることができ会議に参加しやすくなった。ま

た,緊急性の高い困難ケースの検討などもオン

ラインで行い速やかに対応ができるようにな

ったとのことであった。 

 ただし,利用者やご家族への相談支援につい

ては,職員に連絡を取りたい時に,すぐつなが

れることを望んでいることもあり,もしオンラ

インでいつでもすぐにつながれるようになる

と,職員が対応できない場合,期待を損ねてし

まうことにもなるので,対面による相談支援を

するようにしている。 

 アセスメントについては,紙媒体を使用し

て,心理や作業療法に関する評価ツールを用い
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て利用者から回答を得ており,ICTでのアセス

メントは行っていない。同系列の就労支援の

事業所は SPISを使っているので,そこからの

情報を提供してもらうことがある。今後は,記

録ソフトが導入可能になったため,業務の効率

化を図ることで利用者支援につながっていく

ことを期待しているところであった。 

・新たな ICT（ライフログクリエーター：

LLC）を導入することについては,関心がある

とのことだった。ただし,ICT の導入には,使

用料などの費用と職員がどれだけ活用できる

のかというところが課題になってくる。職員

が使用するにあたり,すぐに覚えることの難し

さやシステム上の不具合も考えられるので,そ

のようなときにすぐに対応してくれる人が職

場にいると ICTの導入に対する安心感が出て

くることが考えられる。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

・本調査において,LLCの使用を試みた利用者

は 1名であった。この利用者の LLCの情報を

閲覧できるようにペアになっている職員は 1

名である。LLC実施後のヒアリング調査の時

は,使用しはじめてからあまり日数が立ってい

なかったため,多くの機能を確認できていなか

ったが,基本的な利用者の確認などをしていた

だいていた。 

 利用者は生活面や気分に関するチェックす

ることについては,正直に答えることに恥ずか

しさがあったようだが素直に回答をしてお

り,LLCでの評価の結果について自身の普段の

評価と比べて納得している様子であった。そ

して,利用者自身がクロスグラフを見て,自分

のことでも自覚できていなかった部分を知る

ことにつながったようであった。 

普段は,職員は訪問時に本人へ口頭で質問し

て生活の様子を確認している。利用者本人が

「よく眠れている」と話してくれたことをそ

のまま受け止めていたところ,今回の LLCの評

価ではその睡眠に波があることが確認でき

た。服薬も本人は「忘れず飲んでいる」と話

していたが,LLCの結果では時々忘れているこ

とが確認できた。LLCを活用し続けることで,

さらに利用者の生活面の見直しにつながるこ

とが期待できると思われ,そのための支援につ

いても考えやすくなる。 

・新しいツール（LLC）を活用したことによる

気づきや今後の期待については,金銭管理に課

題がある人の場合,生活面などの評価がグラフ

化されることにより,自分の生活において,で

きていることやできていないことの傾向が把

握できるようになる。そのことで,自身の生活

面の課題を自覚できるようになることが考え

られる。 

今回の取り組みでは,利用者と自立生活援助

の職員が LLCでペアになることで,職員がその

利用者の情報を共有して閲覧できるようにな

っている。ただし,利用者は日頃の生活におい

ては,就労支援センターや在宅介護など他の支

援とつながっていることもあるので,利用者が

これらの事業所の職員ともペアになってチェ

ックできると,支援者側もそれぞれが個々では

気づきにくい利用者の情報の共有がしやすく

なる。職場内での環境調整が必要な人の場合,

生活と職場と連動しているものなので,自立生

活援助の職員から利用者の職場に,利用者の強

みや弱みを伝えられるだけでなく,職場側から

も LLCでペアになって情報を提供したり受け

取ったりもできるとよりスムーズな利用者理

解と支援につながることが考えられる。 

また,記録についても,事業所で使用してい

るシステムに LLCの記録がそのままデータが

反映できるようになると,より総合的な支援が

考えられるとともに,情報を管理しやすく業務

の効率化にもつながることが期待できる。 

 

・自立生活援助の取り組み⑤ 

自立生活援助：社会福祉法人養和会 はばた

き 

＜課題・ニーズ＞ 

施設概要： 施設については,自立生活援助を
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利用している方は 5名程である。利用者は 18

歳から 60歳代で,精神疾患の方が多く,中でも

統合失調症のある方の割合が高い。他には軽

度の知的障害者や自閉スペクトラム症等の発

達障害の方も利用している。同じ事業所内で

運営している宿泊型自立訓練事業（20名定

員）を退所されてアパート等でひとり暮らし

をしている方を対象としている。中には親の

いる実家に戻っている方もいて,家族間の関係

を見ながら支援をしている。自立生活援助の

支援は,サービス管理責任者と支援員の 3人体

制である。 

・普段の業務の ICTの取り組みは,新型コロナ

感染症の感染予防対策の一環として実施して

いるが,会議や研修はオンラインで行ってい

る。法人の事業所間での会議や,法人外での会

議については移動が必要ないため,このような

会議に参加しやすくなった。また,法人職員向

けの研修では,法人で契約をしているサイトを

活用している。 

利用者や家族との面談においては,利用者側

が ICTの使用に慣れていないこともあり,ICT

の活用は難しく,コロナ禍では対面や電話での

対応をしている。来所が難しい方については

家庭訪問をして対応をしていた。 

・新たな ICT（ライフログクリエーター：

LLC）を導入することについては,ICTを活用

する場合,パソコンは職員一人に一台あるわけ

ではないので,ICTの環境を整備するためには

予算的な課題が出てくる。もう一つ,オンライ

ン上で情報の管理や支援をすることによるセ

キュリティの安全面についても大きなハード

ルになってくると思われる。 

また職員の中には,パソコンなどの機器に使

い慣れていないため抵抗感がある人もいるの

で,導入するときには,使い方など相談できる

ような仕組みが必要になる。 

LLCは支援者が利用者とペアになって,その

利用者の評価など確認したり,連絡を取ったり

することができるようになるが,利用者によっ

ては,普段から支援者とは電話で直接コンタク

トを取っていると,LLCなどを介さなくてもや

りとりができているので,LLCではなく,電話

などの活用の方が優先されてしまうのではな

いかということも考えられる。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

1年前から 2名の利用者が LLCを個人のデ

バイスで活用し始めており,職員も 2名がそれ

ぞれの利用者のペアになっている。一人の利

用者は最初の数回は生活面のチェックなどを

していたが,そこから使用していないようであ

る。試用している様子からは,利用者は,自分

の気持ちの落ち込んでいる時などがわかるの

で,客観的な評価を知るため,LLC の結果を見

て,自分の気持ちの整理をしていたと思われ

る。 

自立生活援助では,通常,職員は利用者の住

居に訪問した時の様子しか直接的に確認がで

きないので,訪問時までの間の様子を確認でき

るものがあると利用者の生活面や気分の変化

が把握できる。そして,利用者に面会する時に

は,直前に利用者の LLCの評価から様子を予測

し,利用者への対応を準備しておくことができ

る。  

LLCのチェック項目は,事業所のアセスメン

ト項目とは異なるため,アセスメントや支援計

画作成において,職員間でより多くの情報によ

る検討ができるようになる。ただ,実際に職員

がペアになっている利用者のアセスメント

（チェック）をするには,項目数が多いように

思われた。職員にとっても負担に感じる部分

があったため,利用者にとっても負担になるの

ではないかと思われる。 

それでも,LLCの生活面などの評価を継続し

ていくことで,多くの時間を要する支援計画作

成やモニタリングにおけるアセスメントなど

の負担は軽減され,業務の効率化にもつながっ

ていくのではないかと考えられる。 

・LLCを活用してみての気づきや今後の期待

については,日頃からスマホなど使っており,
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質問内容の理解もできる利用者の場合,ICTの

利用に向いていると思うが,スマホなどのデバ

イスを持っていなかったり,インターネットや

アプリの使用に抵抗があったりすると導入時

の対応が難しいと思われる。また,今回対象と

している利用者には,妄想や幻覚がある,ネガ

ティブ思考が強い,不安が高いというような人

の場合,LLCでの結果を見ることで,さらに不

安を高め,自己評価を低くしてしまうことも考

えられる。職員が利用者との信頼関係を築い

ており,フォローができるのであれば,安心し

て職員と一緒に ICTを活用することはできる

かもしれない。 

LLCは結果がグラフで表示されることでわ

かりやすさがあるが,その評価をどのように解

釈すればよいかがわからないこともある。そ

の評価に対する解説などがコメント機能とし

て出てくると,利用者だけでなく職員にとって

も LLCの評価を理解して支援に活かしやすく

なる。さらに,業務上,利用者のアセスメント

の記録等はエクセルのファイルを使用してい

るため,LLCのアセスメント内容が,そのエク

セルファイルに一緒にまとめられて整理がで

きると,支援計画作成にも反映しやすくなり,

業務の効率も上がることが予想される。 

 

・自立生活援助の取り組み⑥ 

自立生活援助：半田市障がい者相談支援セン

ター 

＜課題・ニーズ＞ 

施設概要：自立生活援助は,特定相談支援事業

所の 14名の相談員と訪問支援員 3名にピアサ

ポーター2名が対応している。利用者は精神

疾患や発達障害,軽度の知的障害のある方

で,20代から 60代までの 16 名が利用してお

り,精神科病院の退院から支援に入ることが多

く,ほとんどの方が一人暮らしをしているが,

家族と同居のため在宅生活に向けた調整のた

めの支援にも入っている。 

・普段の業務の ICTの取り組みとして,相談業

務は,職員一人ひとりが外に出ていることも多

く,全員の予定を合わせることが難しい。その

ため,職員のスケジュール管理はデスクネッツ

ネオのアプリを活用している。また,職員間の

ミーティングについては LINEワークスを使用

しているので,適宜やり取りができて便利であ

る。 

相談支援事業に関してでもあるが,利用者と

の面談については,利用者自身が ICTの使用が

難しいこともあり,コロナ禍では電話対応だけ

でなく,利用者のところへの訪問や,入院して

いる場合は,医療機関と zoomでつないでもら

い相談対応をしていた。コロナ禍後も,支援会

議は zoomを使用してオンライン会議を継続し

ている。また,利用者の共同生活援助（グルー

プホーム：GH）等の居住先の検討では,利用者

向けにオンラインによる遠隔での内覧会も実

施している。 

ICTの使用の場合,セキュリティなどのリス

クがどのようなところに出てくるか,そのリス

クへの対応などもわからない部分はあるので,

個人情報は外に出ないような対策はしてい

る。 

・新たな ICT（ライフログクリエーター：

LLC）を導入することについては,職員はまだ

ネットのリテラシーが低いため,どのような課

題などが出てくるかアイデアが出ないが,法人

として LINEワークスを取り入れることについ

てはスムーズに進めることができた。ICTの

扱いが苦手な人も全体で取り組むのでやらざ

るを得ない状況だったが,最初は困りながら使

っていた。新たな ICTの導入については,職場

で窓口になる人を配置し,その人に聞けば情報

を集約して現場の職員に必要な情報が提供で

きるような対応ができるようになることが必

要であると感じた。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

本調査では,2名の利用者から LLCへの協力

が得られた。そして,それぞれの利用者に職員

も 1人ずつペアになって実施した。今回の調
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査期間では,利用者は 1回程度の生活等のアセ

スメントのチェックになっており,継続した使

用による利用者の生活面などの変化や支援の

効果等の確認には至らなかった。1回のチェ

ックの結果からではあるが,利用者にとって,

アセスメントの評価がグラフで確認ができる

のでわかりやすいようであった。ただし,障が

いの特性によっては,質問内容が多いので集中

力が持続しづらいことや,あいまいな表現にど

う答えたらよいか戸惑いもあり職員に聞きな

がら回答していたようでああった。 

 また,利用者にとっては,この ICTツールが

どのような目的で使用するのかがわかるよう

にしておくことが大切である。それは,初期設

定のところで時間を要するので,利用者には負

担が大きかったためである。初期設定に利用

者自身が満足してしまうと,それからの活用に

つながりづらくなってしまうという懸念があ

りそうである。質問項目も多いので,利用者だ

けでなく職員も回答することに負担を感じて

しまうと思われる。こうした負担があって

も,ICTの活用を進めていくことができるよう

に,ICTを使うことで,どのようなことに役立

つのか,どのようなメリットがあるのかなど示

すことが大切である。 

 職員にとっては,利用者宅への訪問は毎回同

じ職員ではないため,LLCの結果は各職員が確

認できるので,情報の把握がしやすい。また,

毎回の訪問時の様子にあまり大きな変化は見

られないことが多いと,利用者とのやり取りが

毎回同じような内容になってしまい,話題に広

がりが持ちづらいこともあるので,生活面や気

分などの変化がグラフで把握できると,その部

分について利用者に確認しやすくなり,さらに

これまで気づけなかったところも把握できる

ようになることが考えられる。 

また,ICTを一人で使える利用者にも,妄想

や幻覚のある方やネガティブ思考の強い方,不

安の高い方などは,LLCの結果を見てさらに不

安を高め,自己評価を低くしてしまうことなど

も考えられるのでフォローが必要だと思われ

る。職員との信頼関係ができていて,その職員

によるフォローがあると ICTの活用は可能に

なってくるのではないかと思われる。 

LLCのアセスメント項目は,現在,事業所で

使用しているアセスメント項目とは異なる内

容なので,さらにアセスメントとして活用でき

る。ただ LLCのアセスメント項目や評価がど

の障害の人に対しても同じなので,精神障害,

発達障害,知的障害でチェック項目の内容が合

う合わないがあるため,障害種別で項目や評価

が整理されるとよいのではないかと思う。 

自立生活援助に限らず,相談支援業務ではイ

ンテーク段階で,対面では聞きづらい項目もこ

うしたツールを介すことで回答してもらいや

すく,知りたい情報が把握できる。また,イン

テーク後に担当職員が決まるので,その時の引

継ぎが ICTでの情報共有によってしやすくな

ると感じた。 

・＜ICTの活用＞ 

今後,ICTの活用においては,支援計画作成

やモニタリングには時間がかかるので,アセス

メントから負担がかからずスムーズに進めら

れるとよい。LLCでのアセスメントを含め

様々なアセスメントの内容が,事業所で使用し

ているエクセルのフォーマットなどにまとめ

て整理ができると,支援計画に連動できるよう

になり有効活用できることが考えられる。 

利用者に対してだけでなく,事業所のアセス

メントができるもの,事業所の情報が集約され

るようになるとよいのではないかとおもう。

それは,相談支援では,利用者の希望に応じて

事業所などの紹介をすることになるので,AI

によって,例えば利用者が就労継続支援 B型を

希望しており,さらにどのような作業をしたい

のかによって,該当する事業所がリスト化され

て提示できるようになることで利用者が選択

しやすくなる。 

 LLCを活用してみて発見したことや気づい

たこととして,利用者も LLCで示される結果が
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客観的なものなので受け入れやすく,グラフ化

されることがわりやすさにつながっている。

ICTの活用によってデータが蓄積されていく

ことで,利用者のアセスメントが適切にできる

ようになり,利用者の気分の波や生活の流れな

どを理解し支援内容が考えやすくなることが

期待できる。そのためにも,職員,利用者とも

に ICTを使えるようになることが大切であ

る。 

日頃からスマホなど使っており,質問内容の

理解もできる利用者だと,ICT の利用に向いて

いるが,一方で,スマートフォンなどのデバイ

スを持っていなかったり,インターネットやア

プリの使用に抵抗があったりすると,ICTの導

入の対応が難しい。また,今回の LLCでは TOP

ページ画面から入りたいページへの入り口が

たくさんあり,途中のページから別のページに

アクセスする場合も工程が多いため,ハード

面,ソフト面の両方において,より使いやすく

なることがこれからの課題である。 

 

・生活訓練事業での取り組み① 

生活訓練事業：株式会社アソシア  

施設概要：就労移行支援事業,就労継続支援 B

型事業,生活訓練,放課後等デイサービス事業

を実施している株式会社である。今回は生活

訓練事業「ホイスコーレ」でライフログクリ

エーターの導入を試みた。「ホイスコーレ」の

登録者数 35名,18歳～30歳で,精神と発達障

害（主に ASD）の方が半々程度。グループワ

ークを中心とした 2年間のプログラムを実施

している。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

ICT活用：職員間の情報共有には Teamsなど

を使用しているが,個別の利用者情報はエクセ

ルで管理している。現場の職員はファイルを

開いて情報を確認しに行くのを手間に感じる

ようで,習慣づけるのがむずかしい。 

・送迎対応もあるので職員ミーティングに全

員がそろえない。グループチャットにミーテ

ィング議事録を残し,確認してもらうようにし

ているが,微妙なニュアンスや実際の対応方法

については共有できていない。 

・法人全体としては日常的に Zoom等の WEB会

議システムを利用しており,職員研修もオンラ

インで行っている。職員はそれらを使うスキ

ルは有しているが,日々の支援業務での活用頻

度はそれほど高くない。 

・支援記録は有償システムのフォームを利用

している。日々の業務記録と個別支援計画を

連動させ紐づけられれば有用だが,そうなって

いないので情報を統合できない。請求業務に

必要な別システムもあり,コストがかさむのも

課題である。 

・個々の利用者の実態把握をする際に,現状で

は各職員の主観による記録が散見される。職

員が本人の成長ととらえている場合も,支援介

入によってもたされた変化なのか,経年による

姿なのか曖昧だったり,記録者の文章表現力の

差異が大きく,判断に迷う場合もある。記録者

側の条件に左右されることのない客観的指標

が必要だと考えており,利用開始時と直近での

変化を可視化できるとよい。 

・支援にあたる上では,利用者個人のみならず

世帯全体の状態把握が重要になる。特に複合

的な課題を抱えている世帯など手厚いアプロ

ーチが必要になるが,チームとしての一環した

対応には不十分な面もあり,職員間で必要な情

報を確実に共有したいが,現状では担当者しか

把握できていないなど属人的になっているの

が課題である。フェイスシートに加えて,支援

に係る重要な情報を全職員が確実に把握し,全

職員が適切に対応できることが必要だと考え

ている。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

ライフログクリエイターの活用を導入した

が,事業所全体での活用には至らなかった。事

業所全体として定期的に活用できるようにな

れば業務効率化もはかれると思うが,そのよう

な体制にもっていくまでに,相当なエネルギー
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を要することが明らかになった。今回はそこ

までもっていけず,ごく限られた利用者へのモ

ニター使用にとどまった。 

試行的に 1名の利用者に 3～4回程度,使用

した。本人の気持ちや体調をその時点時点で

入力してもらうことによって,本人の状態を客

観的に捉えるようにした。利用者の状態を可

視化できることが最大のメリットと感じた。

心身の不安定さを抱えがちな利用者が多いの

で,継続的に使用することによって,例えば気

分の浮き沈みが認められた際に季節性のもの

なのか,何らかの出来事が引き金となったのか

など,客観的にとらえることができるものと感

じた。利用者にとっても自己をモニタリング

するのに有効な手立てであった。 

・事業所としての導入実施が難しかった要因

としては,利用者への周知と理解を求めるため

の説明,スタッフに理解を求めて使えるように

なってもらうまでのプロセスの長さ,使用する

デバイス用意の問題（法人がデバイスを用意

するのか,利用者の個人デバイスで使用しても

らうのか）等であった。 

また,利用者によっては入力時にサポートや

声掛けを要すると想定されるが,支援者側と利

用者では入力の際の画面が異なるので,確認や

サポートにも手間を要する。アプリ使用につ

いて質問したいことが生じた際に,メール送信

して返信を待つ仕組みのためタイムラグが生

じ,“今ききたい”ことがその場で解決できな

いことにも離脱の要因になるのではと感じ

た。 

ただ,このようなアプリやスキームを導入す

ることは支援において非常に有用であろうと

感じた。セルフモニタリングすることで心身

の調子の安定をはかったり,何とか就労につな

がったが職場と自宅の往復の生活で孤立して

いる成人当事者も多いので,そのような方にと

っても ICTを活用したイベントなどの参加機

会が得らえるのは余暇の充実にもつながると

期待される。支援者側にとっても,個別支援計

画の内容のブラッシュアップ等につながるも

のと感じる。現状としては,導入に際して事業

所側にかかる手間が大きいことから,それに対

する何らかのインセンティブがあればと思

う。 

 

・生活訓練事業での取り組み② 

株式会社ウォームブランケット 多機能型事

業所リズム 

施設概要：長野県上田市において，就労移行

支援サービスと生活訓練の 2つを提供してい

る多機能型事業所である。施設の特徴とし

て，職員が医療系の国家資格を持っており，

看護師や精神保健福祉士などが主で，医療の

専門性を発揮して就労支援を行っている。休

職者の復職支援も就労移行支援の方で積極的

に実施している。4年間で 30～40名ほど利用

され，多いときは半数くらいがリワーク対象

となっている。企業の社員でうつ病などにな

った方などで，年齢も 20～50代までいる。生

活訓練はこれまで働いた経験がない 20・30代

の方が多い。利用者の定員は 20 名で，平均し

て 10名程度で，現在は 14名が在籍してい

る。男女比では，8:2で男性が多い。 

 受入れ上の条件は特になく，知的障害の

方，発達障害の方，精神障害の方など在籍し

ているが，割合的には精神障害（うつ状態や

適応障害）の診断で休職して復職支援に来ら

れる方が多い。何らか発達的な偏りがみられ

る方が半数程度みられる。残り 25%が知的障

害と，同じく 25%精神疾患の方がみられる。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

 医療のバックボーンを持った職員が多く，

専門的なスキルを使えるので，アセスメント

自体にすごく課題を感じることはない。聞き

取りや観察により各種心理検査も使えるの

で，総合的にアセスメントは進めている。ICT

の活用でいえば，電子カルテを導入したこ

と，血圧の測定のアプリを導入している。特

に日々の気分や体調の変化に課題のある方の
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場合は，クラウドで提供されている一日の気

分のチェックリストを付けていただいて，一

月ごとにグラフで示したりしているが，必要

な方のみに実施している。睡眠に問題のある

方については，アプリで記録してもらってい

る。 

 スケジュールや細かな連絡・報告・利用者

さんの情報共有などで LINE WORKSを使ってい

る。職員もプライベートで LINEを使っている

人たちが主だったので，すんなり使えてい

る。ICTツールがないと，情報共有が対面で

の限られた時間でしかできないので，LINE 

WORKSを使うことで，書き込んでおけばその

場にいない人にも共有ができ，情報共有は大

分深まった。 

 コロナが始まったころに，世の中でもリモ

ートが一般的になっていたこともあり，緊急

事態宣言などで在宅支援を始める時には，

Zoomでプログラムを提供してグループワーク

を行っていた。スマホしか使えない方の場合

は Skypeで行ったりもしている。リモートの

在宅支援で就労訓練をしている方もいる。知

的障害の方もスマホ自体は持っているので，

使い方を教えることで使えていた。全然使え

なくて困っているという方はこれまでいな

い。きっかけはコロナ対策であったが，オン

ラインでも大人数・複数で参加して内容も伝

わっており，少し遠方から通っている方につ

いては在宅での定期的な支援には有用であ

る。今のところ，意思疎通で不便さを感じる

ということはそれほどない。 

 課題としては，業務の ICT 化について，市

販のアプリでぴったり合うものがない。現在

使っているものは，細かすぎて毎日つけるの

は利用者本人には大変で，ちょうどよいレベ

ルが難しい。できれば利用者全員に使っても

らいたいが，費用的な問題で導入できないと

いう問題もある。客観的なデータを吸い上げ

て，客観性のあるデータとして利用者に返す

ことができるとよいと思っている。現在電子

カルテを使っており，定型文を入力する簡略

化機能などサポート機能もあるが，そうした

定型文を入れるのも意外に手間がかかるとい

うのもある。カルテや記録が学習して，定型

文を探さなくても出てきてくれると便利では

あると思う。 

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

 職員 2名が，利用者 2名を想定して評定

し，ビジュアルで結果を確認できる点が良か

った。また，当事業所で重視している側面以

外の，全般的な生活行動についてアセスメン

トできるという特徴があると思った。もとも

とやれることの支援を重視してはいたが，ラ

イフログクリエイターを使うことによって，

日常生活での具体的な行動を表した文章で具

体化され，結果についてもグラフで視覚的に

確認できる点が良かった。当事業所では職員

の専門性を生かした心理アセスメントや実際

の作業での姿などを合わせて把握していた

が，ライフログクリエイターでは事業所で特

に注視していた面だけでなく，全体的な姿を

とらえることができるメリットはあった。 

 気分や睡眠の記録について，問題のある方

には手書きで自己申告でつけていただいてい

るが，一括でフォームでできるようになると

よい。身体的な測定，血圧や気分評定，睡眠

記録といったデータをデジタルデータで統合

して何らかの評価点が提示されると，ある程

度のエビデンスを示し，アセスメントと支援

方針の検討ができるようになるのではないか

と思うが，現在のところそういうツールを見

かけない。 

 アプリをインストールして，項目に答えて

いくところが何段階か分かれていて，特に利

用者に説明するところで難があった。例えば

他者のアプリではワンクリックでインストー

ルできるといったスムーズに進むような形に

なるとより便利になる。通常の心理検査であ

れば特定の部分に焦点を当てて評価できると

いうのが，一長一短ではあるが，全体的に評
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定するライフログクリエイターとは特徴が異

なる面があると思う。ライフログクリエイタ

ーはその方のできることについて全般的に評

価するということでは便利だと思う。 

 業務の ICT化について，日々の記録は電子

カルテを入れており，LINE Worksを活用して

職員のやりとりをしているが，それが最終形

態なのかなということを考えている。入力に

ついては，音声で入力できたとしてもそれは

それで難しい面もあるので，キーボードをな

くすことは難しいと考える。利用者の方の評

価については，今は支援者が評価する形が多

いが，計測器で心拍系をとるようなリアルタ

イムで利用者本人の行動や精神的な状態が把

握できるようになるとよいと思う。心拍や行

動など，客観的な指標の導入ができるとより

よい。 

 

・福祉事務所の取り組み 

＜課題・ニーズ＞ 

施設概要：県の福祉事務所の中で,生活困窮者

の自立支援を担当している。業務としては,生

活困窮者,つまり生活保護の非該当になった

人,生活保護の状態だが生活保護費の受給を拒

否している人,一時的にそのような状態の人等

の相談支援や就労支援をしている。福祉事務

所の窓口での対応や対象者の地域の公民館で

の面談,就労支援としてハローワークへのつな

ぎや同行支援を行っている。 

年間 20名ほどの支援をしているが,１人に係

る時間や頻度が多い。従来の支援対象者は 50

～70代が多かったが,コロナ禍もあって最近

は 20～30代の人も増えている。その支援対象

者には知的障害等の障害のある方もいる。支

援をしている 20名のうち,療育手帳や精神障

害者保健福祉手帳を所持している人は 3名,他

に 1名が障害者手帳を申請しているところで

ある。その他発達障害のグレーゾーンと呼ば

れそうな人たちも多い。 

ICTについては,業務上,パソコンで国の支

援ツールのアセスメントシートに入力し,月ご

とに県を通じて国へ報告をすることになって

いる。ただし,そのパソコンは担当職員しか見

ることができないため,ICTによる職員間での

情報共有などはできないことになっている。

オンライン会議を行う場合も,業務用のパソコ

ンは使用できないため,自宅の個人パソコンか

ら参加しているのが現状である。支援のため

の情報共有が必要な場合は,提供可能なところ

をプリントアウトして共有をしている。生活

保護受給者や生活困窮者支援においては,ICT

の使用は,デバイスの確保やインターネット上

での情報の扱いの制限もあり,促進していくこ

とについては今のところは難しいように思

う。 

・新たな ICT（ライフログクリエーター：

LLC）を導入することについて,LLCには関心

があるがアセスメント項目が多すぎるように

感じた。ICTの活用では,相談者のこれまでの

アセスメントの情報や支援の履歴,相談の経緯

などが相談機関で共有できるとスムーズに支

援を行うことができる。LLCのようなツール

が,生活困窮支援で使用できるようになるに

は,国が予算をつけて,政策として位置づけら

れることが必要である。また,期限を決めてい

つまでに導入するということが示されていな

いと,なかなか取り組みは進まないことが予想

される。 

また,職員に ICTの利用に抵抗がある人もい

る。相談に来る人の中には,福祉の分野でパソ

コンやタブレットにお金を使うことに対して

不満を抱く人もいる。地域によっては,生活困

窮で支援が必要な人でも支援を求めることに

遠慮しがちなので,地域としての必要性を示し

づらい。地域のニーズとして示すことができ

るようにすることも必要である。 

 

・福祉法人の取り組み 

社会福祉法人 聖隷福祉事業団 静岡エリア障

害福祉サービス統括所長  聖隷ぴゅあセン
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ター 

施設概要：子どもから大人までの継続した支

援を行うということを理念としてやってい

る。そのため,児童発達支援事業所,放課後等

デイサービス,就労移行支援,就労継続支援,生

活訓練という形で事業をおこなっている。子

どもから大人まで継続した支援をするという

ことがあるので,就労移行支援事業所では,特

別支援学校を卒業した方が毎年 7名ほどいる

ので,20〜30代の若い方が多い。もう一つの

特徴的な事業所では,入所の就労移行支援事業

所がある。中卒や高卒など１８歳特例を使っ

ている人が８割くらいいる。高機能の自閉症

の方がいる。就労移行支援は定員が 14名,入

所型の方は移行が 30名,継続が 30名である。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

アセスメントをする上での課題は,知能検

査のように客観性が保たれているものばかり

ではなく,主観が入ってしまいがちな項目もあ

るので,誰が見ても同じような結果が出てくる

というようにするのが課題である。職員の経

験年数などによって,過不足が出てくるという

のが課題に感じている。聞き取る項目やその

背景に何があるのかを想定しながらやってい

くが,職員によって聞き方が違ったり,この情

報が欲しかったのに聞き取れていなかったり

することがある。また,就労移行だと,就業規

則のマナーなど,職員の価値観や主観が反映さ

れがちな項目だと感じている。アセスメント

ついては,誰がやっても同じにはならないが,

一定の質が担保できるような仕組みであると

思う。また,就労移行では,他者から見える自

分というのを理解するなど,自分をどのように

自己理解するかが重要であり,それによって職

業適性を見つけたり,就業し続ける上での困難

さはどんなところかということを理解してト

レーニングしたりするが,その時にご本人が自

分をどう理解しているかというところを共通

の言語で共有できるようなアセスメントツー

ルがあるとよいと思っている。 

普段の業務の ICTの取り組みとしては,基

本的には情報共有は PCで特記事項などを共有

するようにしており,カンファレンスは電子黒

板を使っている。電子黒板に記録したものを,

そのままパソコンに取り込んで保存して業務

が省略化されている。ICTを使いこなしてい

るかというのは,あまりないが,請求ソフトと

連動しているソフトを使っている。項目ごと

に記録は打っているので,どの項目でたくさん

記録があるかということはわかるが,細かい集

計はできていない。 

相談業務においては,利用者や保護者にメ

ールを登録してもらっていて,必要な情報など

はメールで送らせてもらっている。試験的にシ

ステムを入れているところでは,遅刻や早退な

どをメールで受けたものをそのまま反映され

るソフトを入れている。そのアプリでは,出欠

席の管理や,お便りの配布,連絡帳機能などが

ある。それ以外では,タブレットなどで動画を

撮って,一緒に振り返るなどをしたり,Zoom を

使って講演会などをするなどをしている。  

セルフチェックに関しては,入所型の就労

移行支援では,就労準備ピラミッドという作業

能力チェック（厚労省が出している項目）で,

自分で自己評価をしてもらっている。手書きで

書いてもらったものを集計してデータ落とし

込むことはしている。入所の施設なので,日々

の生活チェック（整理整頓ができているか,入

浴ができているかなど）を,iPad を使って入力

したりチェックしたりしている。10 代の子達

は操作性についてはすぐに覚えて入力できて

いるが,それを記録システムや他のものに共有

して整理するというところまではできていな

い。エルモという電子黒板を使っているが,機

能の一つにアンケート集計ができるものがあ

る。各 iPad にアンケートを送り利用者が回答

すると電子黒板上に集計されたものが表示さ

れて分析ができる。  

現場としては ICT を使える知識や経験がな

いので,使える人や教えられる人が限られてい
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るので,どうしたらそれを活用して情報共有し

たり,支援で使ったりできるかという教育が必

要だと実感している。意外と利用者さんの方が

使えていて,利用者から教えてもらっているこ

ともある。ICTの活用を標準化していくために

は,まず職員が操作性を理解するというのが課

題だと思う。色々な機能があるが,それを使い

こなせていない。どのようにそれを真に生かす

か,個別支援に生かすか,就労支援に使うかと

いうのをイメージができていないので,ICT の

機能を具体的にどのように支援に落とし込め

るのかというのが大事だと思う。                                         

 どのようなサポートがあるとよいかについ

ては,職員が使いこなすかというところが１番

のハードルになると思う。ICTは便利だと思

うが,個人情報の保護がどのようにされている

のか,安全性を理解できるようなお手伝いをし

てもらえるとよい。ICTは色々なところにつ

ながっていく,１対１ではなく,アセスメント

は支援計画につながるが,支援計画は個々の支

援方法の記録につながるなど,連動性が ICTで

生まれるとよいなと思っているが,一対１対応

の ICTはすごく理解しやすいが,連動した時に

どうなるのかといった時にフォローしてもら

えると,全体像の理解ができるのではないかと

感じている。  

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

本調査では,放課後等デイサービスの利用

者 2名（小学生 6年支援級在籍・高校 2年生特

別支援学校在籍）と就労支援の利用者 4名が使

用した。それぞれの利用者に職員 1名がペアに

なり対応した。３者（支援者・本人・保護者）

で共有する機能があるという説明を受けたが,

保護者の同意や本人にどのようにご理解いた

だいて同意を得るかというところが難しかっ

たため,フル活用はできていない（放デイ）。就

労支援の利用者はそれぞれ 2 回ずつ使用した。 

活用方法としては,放デイでは,個別支援計

画書を作る上での課題をピックアップしたり,

強みを活かしたりするというところにリンク

していたため,掘り下げた内容として,活用す

ることができた。就労支援では,本格導入でき

ていないが,今後アセスメントとして,弱みだ

ったり強みだったりを把握するのに使ってい

きたい（就労支援）。 

メリットとしては,高校 2 年生の子につい

ては,障がい福祉サービスを継続するか就労に

向けて訓練をするかという対象になるため,個

別支援計画では拾いきれない,細かな課題や生

活の中での課題をチェックすることができる

ので,そういったことを活用できるのはよいと

思った。また,今後の就労に向けて,どんな能力

が必要かをピックアップでき,課題が見つかっ

たというところは大きい。また,就労支援では,

視覚的に分析できるので,利用者さん自身が自

分はこういうところが弱い,こういう所を伸ば

さなきゃいけないんだということが視覚的に

見えるため,利用者さんの反応が良かった。 

また,細かな項目でレーダーチャートにな

ったり,基準になる項目の平均（青い線）を出

してくれたりするので,視覚的にどこが弱いと

ころなのか強いところなのかを,保護者や児童

と支援者の３者で共有していった場合には,視

覚的にもわかりやすいと思う。そして,そこで

の課題をクリアしていこうという目標も明確

化しやすいと思った。 

保護者の方が ICT を理解できたり活用でき

たりできる訳ではないので,ラインや PC に触

れていない人も多い。ICTに疎い方に関しては,

導入が難しいので,そういう人にも使いやすい

ものが必要だと思う。 

また,就職した後,親元に戻るが,家庭環境

や経済環境によって,GH などの施設に行く人

もいるので,地域生活をイメージした項目（公

共交通機関が使えるか,銀行でお金がおろせる

かなど）が必要になってくると思った。 

 

・就労支援事業所の取り組み 

社会福祉法人 富士福祉会 ふじ美の里 就労

継続支援 B型 
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施設概要：法人の事業としては,障害者入所施

設,宿泊型自立訓練事業所,自立訓練,就労移行

支援,就労継続支援 B型事業所,児童発達支援

事業所がある。障害種は３障害（身体障害,精

神障害,知的障害）全て受け入れている。利用

者の年代は,入所施設は幅広く 10〜70代,宿泊

型自律訓練が 20〜60代,就労支援が 20〜70

代,児童発達は未就学児である。 

＜ICT活用における現状と課題＞ 

課題になっていることは,職員個々が持っ

ている情報を集約・共有することが難しい。

あらためて職員同士で話をすると出てくるこ

ともあるが,そういったところの共有化という

のが課題だと思う。少人数のところでは,クリ

アされているところもあるが,入所施設では職

員が多かったり,勤務時間帯のズレがあったり

するので,そこで勤務する若い人からは共有す

る何かが欲しいという要望がある。また,事業

所間の共有が難しく,お互いの事業所の利用者

のことを知りづらいということはある。日々

の記録は,法人で一つサーバーを利用している

ので,そこに入力して一元化ということはして

いるが,主に文章での記録になるので,時間帯

での統計が出すというものではない。それを

紙媒体に印刷してファイリングしている。い

ろんな時間帯での情報を共有できるとよい。

ICTに対する苦手意識を持った年代の職員も

いるので,そういう人にも触れやすいものだと

よい。 

普段の業務の ICTの取り組みとしては,Goo

gleフォーム等の Googleのツールを使って,

利用者さんの状態や日々の精神状態の記録を

して,利用者さんと職員と就職された方とお互

いに自分の好きな時間に把握するといったこ

とをしたことがある。現在は定着をしたので,

何か不安があった時に記録したり,こちらから

アクセスして把握したりできる状態にはして

いる。 

家族との相談においては,高齢な方が多い

ため,主に電話で対応している。こういったツ

ールがあると,夜間に心配なことがあった時に

記録が残して共有できるとよいなという思い

はある。 

アセスメントにおいては,変えようとして

いる段階なので,特に ICTの活用はない。文章

で記録しているものを必要に応じてまとめた

り分析したりすることはある。 

セルフチェックに関しては,宿泊型自律訓

練のところでは,自分でうまく表現できない方

が多いので,それぞれのスマートフォンを使っ

て,メンタルヘルスでセルフ分析というのを訓

練開始前にしていた。それぞれの精神状態を

記録していた。市販のアプリを使っていたの

で,支援者がアクセスすることはできないの

で,振り返りの時などに見せてもらって共有し

ていた。 

ICT を使うにあたって,年齢の壁は大きい。

ただ,スマートフォンを使っている人は多いの

で,アプリでということであれば,パソコンよ

りは取り組んでいただきやすいのではないか

と思う。必要なサポートについては,操作の仕

方などマニュアルがあると職員に説明がしや

すいと思う。  

＜ICTツール導入後の変化と今後の課題＞ 

本調査では,１名の方から LLC への協力が

得られた。そして,職員 1 名が対応した。使用

頻度としては,2〜３日に 1 度,職員が声かけを

して,ご自宅での様子や仕事中に入れてもらっ

たり,職員が見ていて調子が悪そうだなと思っ

た時に,入力してみてくださいと声かけしたり

した。基本的には 2〜3日に 1度,それ以外は必

要に応じて入力した。日常生活の生活チェック

を活用し,基本的には表示されたものをチェッ

クしてもらった。 

LLCを活用して感じたメリットとしては,

職員と利用者さんの認識の違いがあることが

わかったことであった。また,直接利用者さん

についていなくても,その日その日の状態が分

かったり,季節の変わり目に体調を崩される人

が多いが,そういったことが実際に結果に出て
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きたりして,客観的に把握することができた。

また,口頭だけでは聞き取れない部分を視覚化

できたことがよかった。職員に,その結果を伝

えることや本人はこういうことができている

と思っているということが視覚化できている

ので,支援者に対して説明がしやすくなった。 

今回は一人だったため,明確な業務内容の

変更はなかったが,アセスメントの情報の量が

多くなった。通所のため,ご自宅にいらっしゃ

る方が,入力してくれると,管理責任者として

は,アセスメントの情報量が多くなって,効率

的にたくさんの情報を得られるため,業務的に

は効率につながると思う。また,就労 B にいる

が,モニタリングの時間をとると,利用者さん

の工賃が減ってしまったり,利用者側からした

らモニタリングの時間を減らしてほしいとい

う人もいるので,利用者さんの都合のよいタイ

ミングで入力したり相談できたりするのはよ

いことだと思った。また,支援者側は特に問題

なかったが,利用者さんの方が文言がわかりや

すかったり,視覚的にもわかりやすかったりす

るとよいと思った。最初の画面でどこにいった

らよいかという質問があった。利用者さんの方

は,もう少し表現が簡易なものになっていると

よいと思った。生活面の項目が多かったが,メ

ンタル状況に関する項目が多いとありがたい

なと思った。 

また,発達障害や精神障害のある方が何か

困ったり,福祉サービスを利用したいと思った

時に,事業所に電話での問い合わせをしたり,

市役所に行ったりというのは,ハードルが高い

のではないかと思うので,事業所の情報（定員

や空きの人数や,事業所の特徴など）を電話や

市役所・HP以外で得られて,事業者と利用者が

匿名でアクセスできるような会員制の SNS が

あるとよいと思っている。求人サイトに近いも

ので,それぞれの事業の特徴や空き状況などを

簡単に自分のタイミングでアクセスできるよ

うなものがあるとよい。 

ICTが広がると,業務のあり方も変わると思

う。利用者さんは,自宅に帰った後に不安にな

ることもあるので,利用者や職員の個人情報を

お互い得ずに,アクセスして,不安や困ったこ

とを吐き出させる場所があるのがよい。 

 

・障害者就業・生活支援センターでの取り組み

社会福祉法人 鞍手ゆたか福祉会 福岡県央

障害者就業・生活支援センター 

施設概要：障害のある人の働く生活を支える

センターで、障害者の職業生活における自立

を促進するために設置されたもの。雇用、保

健、福祉、教育などの地域の関係機関と連携

し、障害者が就業面と生活面の両方で総合的

な支援を実施している。 

以前からライフログクリエイターを使用して

いただいており、業務効率化については過去

の使用経験も踏まえて回答してもらった。 

本調査では利用者 1名に対しアプリを使って

いただいた。またスタッフはこれまでの使用

経験者を含む 4名の方が利用した。使用頻度

としては月に 2回程度で計 6回程度であっ

た。 

利用者は育児休業が終わり、仕事に復帰する

際にこのアプリを利用してもらった。支援者

からみたメリットとしては、利用者自身が気

づけていない点をアプリで把握できること、

また事前にチェックをしてもらうことで、例

えば食べ物などの問題からストレスがかかっ

ているのではと想定して面談に挑めることが

あげられた。事前に利用者の状態がわかるこ

とから、どのような点を本人に確認するかな

ど、面談に向け予め想定し準備できるとのこ

とだった。また、こうした想定ができること

で、面談を事前準備する際の支援者の時短に

もつながるとのことだった。 

またこの利用者は、スタッフとの信頼関係も

できており、かつては利用者宅に支援者が訪

問していたため現在はビデオ通話で面談を実

施しているとのことだった。 

LLCのビデオ通話機能には、背景をぼかした
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り,背景を別の画像に差し替えるといった機能

がないため、部屋の様子が見えてしまう。そ

のためビデオ通話を利用するにはハードルが

高いが、自宅に訪問していたスタッフが面談

相手であれば抵抗感は薄れるようだとのこと

だった。 

ビデオ通話を利用するメリットとしては、生

活の様子がある程度把握できることで、例え

ば部屋が片付いているかといった状態の把握

や、在宅ワークでの復帰に向けて仕事のスペ

ースが確保されているか、パーソナルスペー

スがあるか、新しく購入したものなどを話題

にしてその時の気持ちなどを尋ねるなど、部

屋を見る事でしかできない生活・就労にあた

っての支援ができるとのことだった。 

また、ICTを利用したメリットについては以

前からの利用している方のケースもお伺いし

た。 

その中で県外に転居したため直接来所いただ

くことが難しい方のケースでは、以前は面談

などの際に事前に最近の状態をメールなどで

やりとりし、どんな面談にするかをメールの

内容から検討していたが、LLCでアセスメン

トをしていただくことで、メールをやりとり

する回数を減らすことができたとのことだっ

た。 

今回は以前からの LCCユーザーであったた

め、導入自体は問題無く利用していただい

た。しかし同じ単語をアプリ内で 2つの意味

で使い回していることから、利用者や支援者

に誤解が生じていることなど問題点も浮かん

できた。こうした単語は言い換えやアプリ読

字の固有名詞などで置き換え誤解を避けるこ

とが必要だと感じた。 

 

 

 

 

 

 

D.考察 

（1）アセスメント機能を持った ICTツール

を活用して有用性を感じたこと 

 ICTを導入し,その有効性を感じられたと報

告されたヒアリング内容から,何が変わったか

についてまとめる。 

・ライフログクリエイター 

 多く語られた有用性としては,利用者の生活

状況を全体的に客観的に捉えることができる

こと、普段自分では気がつかない側面に気が

つくという点であった。このメリットはグル

ープホームでも有用であるが,自立生活援助の

ように通常は職員が利用者の住所に訪問した

際の様子しか直接生活状況が確認できないた

め,次回の訪問時までに生活状況や適応行動の

様子を確認できるのとメリットは高いと考え

られた。また面接による相談においても事前

にライフログクリエイターのアセスメント機

能を使って事前に情報を把握しておくことに

よって面接の組み立て方が精緻化され、かつ

効率化につながること（例：以前は最近の様

子などメールでやり取りしていたがその回数

を減らすことができた）も考えられた。 

 比較的良く活用された事業所では,利用者の

全体像の他に,日常生活からの観察や利用者の

面談だけではわからなかった側面（支援者が

想像していたのとは違う本人の姿や捉え方）

に気がつけたというメリットを体験されてい

た。例えば,利用者の体調不良やメンタルヘル

ス（例：気分の落ち込みが季節性のものか,何

か引き金となる出来事があったどうか）,睡眠

の問題（例：睡眠の波）,服薬の問題を支援者

がライフログクリエイターを通じて早めに気

がついたという点であった。アセスメントの

情報量も多いことが役に立ったという意見も

あった。ビデオ通話機能での面談は、遠方の

利用者に対するサービスだけではなく、生活

状況に関する把握という支援者にとって新た

な支援スタイルが生まれる可能性も含んでい

る。 
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職員の資質向上の働きもあった。またアセ

スメントとは何を把握することが必要かとい

う職員間の認識の共有にもつながったようで

ある。また本人も適応行動やメンタルヘルス

のチェックに自己評定として参加することで,

本人も自分の生活や適応行動について客観的

に考えたり（自分自身を客観視する機会とな

る）,職員との比較から自分の課題について考

えるようになったことなどがうかがえた。こ

れまでは他機関からのアセスメントやサービ

ス利用計画に記載されているアセスメント情

報をもとに考えていたが,ライフログクリエイ

ターのアセスメントによって利用者の詳細な

生活状況を知ることができることで個別支援

計画を適切に修正することができたという報

告も複数あった。他にもライフログクリエイ

ターのアセスメント機能の継続的利用により,

日常生活の中での利用者の行動観察に必要な

視点が整理され,職員の観察力が向上したとい

う報告や継続利用することで多くの時間を要

する支援計画の作成やモニタリングによるア

セスメントの負担が軽減される可能性も見出

された。 

・Observations2 

  Observations2の導入支援は 2施設のみで

あったが,Observations2は,記録対象となっ

た行動（ターゲット行動）がどの時間帯に多

く出現するのか視覚的にわかりやすく理解す

ることができたという意見が寄せられた。操

作もシンプルなので継続して記録をつけてい

くことで利用者の行動パターンがつかみやす

くなることが期待される。 

 

（2）ICTツールを支援業務に活用することの

難しさ 

 ICTを導入し,試行段階に至るものの,本格

的な導入に至らなかった事業所が多かった。

ここで本格的な導入に至らなかった要因につ

いてまとめ,今後の課題とする。 

・利用者の ICT使用環境 

 事業所の利用者は,特に知的能力が中等度か

ら軽度であればスマートフォンなどの操作が

可能である。しかし,インターネット依存,SNS

による対人トラブルを抱えていることで精神

科主治医による端末使用を控えるようにとい

う指導を受けているということもあった。ま

た知的能力や発達障害特性によってはアプリ

ケーションにある質問項目の理解が難しいと

いった意見もあった。 

・職員の抱える課題 

 訪問事業所での職員の都合で本格的な導入

に至らなかったという報告は多い。１つは職

員自身の業務過多と ICT活用への心理的抵抗

の２つにまとめることができる。 

 職員の業務過多は,常勤職員でサービス管理

者であることが多い。福祉現場では利用者と

の関りの時間,支援記録作成の時間など実に業

務が過多であることが多い。今回の ICTツー

ル（ライフログクリエイター・

Observations2）も職員によるアセスメントを

行うことになるので,業務過多を理解しないま

ま性急に ICTツールを導入しようとすると

「荷が重い」や「今の方法の何が悪いの

か？」という反応がみられるようだ。すでに

ある事業所の支援業務のルーチンに組み込ん

で,多くの職員に ICTツールを継続的に使って

もらうためには,操作が簡便であったり,質問

項目がシンプルであったり,使用することのメ

リットがわかりやすいことが求められるよう

であった。 

 ICTへの心理的抵抗感については,主にグル

ープホームにおける非常勤職員である世話人

のケースが多かった。特に世話人の場合は 60

～70代が多く,普段の業務でも ICTを活用し

ているわけではなく,記録業務は紙媒体で記入

していることが多い。事業所としても紙媒体

での記録業務は大変だが,アプリケーションを

使用していくにはハードルが高いと思われて

しまう。またグループホームの世話人におい

ては,これまでの歴史の中で利用者の生活をお
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世話するということが業務だと考えられてき

たため,支援やアセスメントという視点の浸透

はまだまだこれからである。 

・予算の問題 

 ICT導入では分担研究者の訪問に窓口にな

っていただいて職員が試行的に

Observations2をインストールし,アセスメン

トを実施いただいた場合が多かった。職員間

で ICTツールの活用を広げようとしても,スマ

ートフォンやタブレットなどの端末を職員個

人所有のものを使用することに抵抗感を感じ

る場合が多かった。このような事情もあり,各

事業所における端末購入の助成金等があると

助かるという意見が多かった。 

 

 

E.結論 

 障害福祉サービス事業所における支援業務

の業務効率化と質的向上の検証に,22施設に

ICTツール（ライフログクリエイターと

Observations2）の導入支援を行い,前後にヒ

アリング調査を行った。その結果,ICTツール

の有用性（利用者の全体像の客観的把握,職員

のアセスメントの質的向上など）は多くの事

業所の試行で体験されたが,多くの事業所では

本格的導入には至らなかった。その背景とし

て,ヒアリング調査の内容から利用者の ICT環

境,職員の事情,予算の問題の 3つの問題に集

約された。今後は,ICTツールの利便性や操作

性の向上について求められると同時に,障害福

祉サービス事業所における課題（職員の抱え

る課題,予算の問題）について取り組む必要性

がある。 
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